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清水雅彦教授略歴 著作目録

*  2009年3月3 1日をもって慶應義塾大学 

経済学部を定年退職するのにともない， 

本学会を退会する会員の略歴•著作目録 

を次頁以下に掲載します。

本誌編集委員会



清水雅彦教授略歴•著作目録

学歴•職歴

1968年 3 月 慶應義塾大学経済学部卒業

1970年 3 月 同上大学院経済学研究科修士課程修了

1973年 3 月 同上大学院経済学研究科博士課程単位取得退学

1974年 4 月 慶應義塾大学経済学部助手

1978年 4 月 同上経済学部専任講師

1980年 4 月 同上経済学部助教授

1988年 4 月 同上経済学部教授•大学院経済学研究科委員

兼任•兼職歴

1997年 10月慶應義塾大学産業研究所所長（〜1 9 9 9年 9 月）

1999年 10月慶應義塾大学経済学部長 • 研究科委員長（〜2 0 0 1年 6 月）

2001年 7 月学校法人慶應義塾常任理事（財務担当）（〜2 0 0 5年 5 月）

2005年 10月慶應義塾大学産業研究所所長（〜2 0 0 7年 9 月）

その他の塾内外役職：就任期間省略

慶應義塾大学体育会自動車部部長 

統計審議会委員（総務省）

産業連関技術委員会委員長（総務省）

環太平洋産業連関分析学会会長（PA P A IO S )

経済センサスの創設に関する検討会座長（総務省）

国立大学教育研究評価委員会委員（独立行政法人大学評価 • 学位授与機構）

産業構造審議会宇宙産業委員会委員（経済産業省）

財団法人日本バレーボール協会理事（JV A )，その他省略

研 究業績（抜粋）

[ 1 ] 『中国の地域産業構造分析』（共著，慶應義塾大学出版会，2 0 0 8年）

[ 2 ] 「中国における工業統計調査制度」（共著，『経済学季報』第 5 5 巻第 3 ・ 4号，立正大学経済学会編，2006

年)
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3 1 「政府統計としての産業連関表の目的と機能一統計制度改革のなかで求められる構造統計としての精度 

向上と分析理論の拡充一」（環太平洋産業連関分析学会会長講演，2 0 0 5年 1 1 月 1 2 日）

4 ] 「循環型経済社会システムの計量分析モデル」（共著，『経済分析』第 1 7 3号，内閣府経済社会総合研究 

所， 2004 年)

5 ] 『参入 • 退出と多角化の経済分析一工業統計データを用いた実証理論研究一』（共著，慶應義塾大学出版 

会， 2003 年)

『講座ミクロ統計分析第 4 巻企業行動の変容一ミクロデータによる接近一』（共編著，日本評論社， 

2003 年)

「レオンテイエフ• モデルと産業連関表」（単著，『2 0 世 紀 の 奇 蹟 第 2 巻産業経済の成長』第 4 章 「マ 

クロ統計体系の発展」第 2 節 （248〜2 5 9 頁）所収，財団法人日本統計協会，2 0 0 3年 8 月）

8 1 「循環型経済社会システムの計量分析モデル一ガラスびん • 鉄のケース一」（共著，『経済分析政策研究 

の視点シリーズ20』，内閣府経済社会総合研究所，2 0 0 2年）

9 ] 「産業連関分析モデルにおける政府部門の取扱いと役割」（単著，慶應義塾大学経済学部現代経済学研究 

会 編 『経済学による政府の役割分析』第 8 章 （149〜1 7 0頁）所収，慶應義塾大学出版会，2 0 0 1年 4 月）

1 0 ]「為替レートの変動による中間財輸入比率の変化及び日米相互依存関係の変化に関する実証理論分析」 

(共著，経済産業省統計企画解析課受託研究報告書，2 0 0 1年）

1 1 ]「生産主体の生産品目選択行動と産業構造変化に関する実証分析」（共著， 『D iscussion  P a p e r』# 0 1 - 

D O J - 1 0 4 ,経済産業研究所，2 0 0 1年）

12 ]「民生用電気機械器具製造業に関する最近の動向一構造統計調査を用いた生産動態の計量分析一」（共著， 

『経済統計研究』第 2 6 巻 I I 号，経済産業統計協会，1 9 9 8年）

1 3 ]「巨大都市の経済構造分析（V I ) ：1 9 8 5年と 1 9 9 0年の東京都地域間産業連関表から見た東京と経済の 

特徴」（共著，『産業連関一イノベーション& I - 0 テクニークー』第 7 巻 1 号，環太平洋産業連関分析学 

会， 1996 年)

1 4 ]「巨大都市東京の投入産出分析：東京一極集中と本社の地方移転効果」（共著，『産業連関一イノべ一ショ 

ン& 1 - 0 テクニークー』第 5 巻 1 号所収，環太平洋産業連関分析学会，1 9 9 4年）

1 5 ]「巨大都市の経済構造分析（I V ) : 東京都の生産構造及び最終需要の波及効果の分析」（共著，『産業連関 

—イノベーション& I - 0 テクニークー』第 3 巻 4 号，環太平洋産業連関分析学会，1 9 9 2年）

16]「巨大都市の経済構造分析( I ) : 本社機能の集中とトO 分析」（単著，『産業連関一イノベーション& 1 - 0  

テクニークー』第 1 巻 3 号，環太平洋産業連関分析学会，1 9 9 0年）

1 7 ]「経済成長：要因分析と多部門間波及」（共著，浜田宏ー • 黒田昌裕 • 堀内昭義編『日本経済のマクロ分 

祈』第 3 章所収，東京大学出版会，1 9 8 7年 6 月）

1 8 ]『軍事支出一世界的経済発展への桎梏一』（訳 書 ：W assily  W . L eontief “M ilita ry  S pend ing”，東洋経 

済新報社，1 9 8 7年）
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[19] “Technological C hange an d  th e  P a t te rn  o f E conom ic D evelopm ent” co llab o ra ted  w ith  Iwao 

O zaki in  Proceedings o f  Seven th  In te rn a tio n a l C onference on In p u t-O u tp u t Technique, U n ited  

N ations, N ew  York, 1985.

[2 0 ]「経済発展の構造分析一規模の経済性と設備の不分割性の測定一」 （共著，『三田学会雑誌』7 3 巻 1 号， 

1980 年)

[2 1 ]「経済成長と産業構造」（単著，小尾恵一郎編『日本経済入門』第 3 章，有斐閣，1 9 7 9年）

[2 2 ]「商品生産技術と規模移動」（単著，『三田商学研究』第 1 5巻 5 号，1 9 7 2年）
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